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本
部
顧
問　

平
上
　
一
孝

支
部
長　

池
上
　
修
生

尾
﨑
祈
生
子

　

今
年
は
、
四
月
三
十
日
平
成

が
終
わ
り
、
五
月
一
日
令
和
元

年
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
今

上
天
皇
即
位
に
日
本
中
が
祝
賀

に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
連
盟
も
役
員
の
改
選

時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
し

た
中
で
支
部
役
員
は
去
る
七
月

一
日
よ
り
新
役
員
に
業
務
が
引

き
継
が
れ
ま
し
た
。
こ
れ
迄
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
、
尾
﨑
支

部
長
は
じ
め
退
任
さ
れ
る
役
員

　

岡
山
県
支
部
通
常
総
会
が
常
任

委
員
会
の
後
、
開
催
さ
れ
た
。

◯
開
会
の
こ
と
ば

　

片
岡
総
務
副
部
長

◯
支
部
長
あ
い
さ
つ

表
彰�

（
敬
称
略
）

☆
本
部
表
彰

［
役
職
勤
務
表
彰
］

（
支
部
長
二
年
）

　
　
　
　
　

尾
﨑
祈
生
子（
岡
山
）

［
永
年
在
籍
］

六
十
五
年
　
塩
飽　

丸
光（
岡
山
）

六
十
年
　
　
豊
田　

澄
子（
津
山
）

五
十
五
年
　
梅
川　

博
之（
美
咲
）

　
　
　
　
　

伊
東
ま
ち
子（
岡
山
）

五
十
年
　
　
田
辺　

富
恵（
井
原
）

　
　
　
　
　

竹
内　

昭
子（
勝
英
）

四
十
年
　
　
横
野　
　

栄（
勝
英
）

　
　
　
　
　

森
田　

洋
子（
岡
山
）

　
　
　
　
　

繁
森
壽
賀
子（
東
備
）

［
検
定
事
業
表
彰
］

　

検
定
一
、
〇
〇
〇
名
以
上

　
　
　
　
　

高
木　

絹
子（
井
原
）

　
　
　
　
　

森
田　

洋
子（
岡
山
）

　
　
　
　
　

木
村
千
代
子（
高
梁
）

　
　
　
　
　

光
吉　

博
美（
備
南
）

　
　
　
　
　

井
上
真
佐
美（
美
咲
）

の
諸
先
生
に
心
よ
り
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

今
、
珠
算
界
も
大
き
な
過
渡

期
を
迎
え
て
い
る
と
申
し
上
げ

て
も
決
し
て
過
言
で
は
無
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
事
は
、
日

本
の
抱
え
て
い
る
少
子
・
高
齢
化

社
会
と
産
業
構
造
の
変
化
に
よ

る
も
の
と
推
察
し
ま
す
が
、
珠

算
界
で
も
静
か
に
世
代
交
代
が

進
ん
で
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て

珠
算
塾
等
で
は
、
新
た
な
視
点

で
の
珠
算
教
育
活
動
が
進
ん
で

ゆ
く
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

平
上
理
事
長
よ
り
ご
挨
拶
を
頂

い
た
。

正
副
議
長
選
出

　

議　

長

　
　
　
　

片
山
つ
や
子
（
津
山
）

　

副
議
長

　
　
　
　

平
上　
　

博
（
賀
陽
）

　

議
事
録
署
名
人

　
　
　

嘉
数　

秀
彦　

監
査
委
員

　

書　

記

　
　
　
　
　
　
　
　

大
森
事
務
員

定
数
報
告　

出
席
者　

四
十
四
名

　
　
　
　
　

委
任
状　

三
十
三
通

　

�

正
会
員
数
八
十
三
名
の
過
半
数

に
達
し
て
い
る
の
で
総
会
が
成

立
す
る
こ
と
を
報
告

［
議
事
］

第
一
号
議
案

　

事
業
報
告

　
　
　

池
上　

修
生　

支
部
長

　

収
支
報
告

　
　
　

若
林　

秀
実　

副
支
部
長

　

監
査
報
告

　
　
　

嘉
数　

秀
彦　

監
査
委
員

　
　
　
　

第
一
号
議
案
［
承
認
］

第
二
号
議
案

　

事
業
計
画

　
　
　

池
上　

修
生　

支
部
長

　

収
支
予
算

　
　
　

若
林　

秀
実　

副
支
部
長

　
　
　
　

第
二
号
議
案
［
承
認
］

　

前
期
支
部
長
の
支
部
参
与
へ
の

推
薦
に
つ
い
て
、
全
会
一
致
で
承

認
さ
れ
た
。

　

�
問
田
基
義
本
部
参
与
よ
り
閉
会

の
ご
挨
拶
を
頂
い
た
。

新
役
員
年
度
を
迎
え
て

支
部
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　

前
支
部
長
梅
川
先
生
の
後
を

受
け
令
和
元
年
六
月
ま
で
、
微

力
な
が
ら
支
部
長
職
を
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

多
く
の
先
生
方
の
お
力
添
え

が
あ
れ
ば
こ
そ
と
心
よ
り
感
謝

し
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

次
は
若
い
先
生
方
に
バ
ト
ン

を
渡
し
ま
す
。
大
先
輩
に
は
常

に
頭
が
さ
が
り
ま
す
が
過
去
の

経
験
を
沢
山
聞
か
せ
て
頂
き
な

が
ら
、
新
執
行
部
の
事
業
の
更

　

今
期
支
部
長
の
役
職
を
お
預
か

り
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
七

月
一
日
か
ら
気
持
ち
も
新
た
に
支

部
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
な
れ

な
い
な
が
ら
も
日
々
努
力
す
る
毎

日
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
例
年
開
催
し
て
い
る
岡

山
県
大
会
が
、
本
年
度
は
七
月
七

日
と
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
年
度

の
初
め
か
ら
目
ま
ぐ
る
し
く
行
事

が
続
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の

岡
山
県
珠
算
競
技
大
会
は
一
四
一

名
の
多
く
の
参
加
選
手
に
よ
り
白

熱
し
た
戦
い
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
翌
週
の
十
四
日

に
は
、
令
和
元
年
度
最
初
の
常
任

地
区
長
合
同
会
議
が
あ
り
、
以
前

よ
り
課
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、

そ
し
て
こ
れ
か
ら
の
支
部
運
営
に

つ
い
て
有
意
義
な
意
見
の
交
換
が

で
き
た
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

中
国
五
県
珠
算
選
手
権
大
会
は
、

本
年
度
岡
山
県
が
担
当
県
で
八
月

二
十
四
日
と
二
十
五
日
に
岡
山
国

日
時
　
令
和
元
年

　
　
　
八
月
二
十
五
日
（
日
）

　
　
　
午
前
八
時
二
十
分
開
始

　
於
　
岡
山
市

　
　
　「
岡
山
国
際
ホ
テ
ル
」

主
催
　
全
珠
連
中
国
地
方
連
合
会

岡
山
県
支
部
の
成
績
は
次
の
通
り

○
団
体
総
合
競
技

・
小
学
生
の
部

　

三
位　

岡
本
珠
算
塾

　

〃　
　

若
潮
ス
ク
ー
ル

　

〃　
　

則
武
珠
算
研
究
所

・
中
学
生
の
部

　

二
位　

若
潮
ス
ク
ー
ル

・
高
校
・
一
般
の
部

　

三
位　

若
潮
ス
ク
ー
ル

○
個
人
総
合
競
技

・
中
学
生
の
部

　

三
位　

藤
井　

宏
夢

○
フ
ラ
ッ
シ
ュ
暗
算
競
技

　

三
位　

藤
井　

宏
夢

中
国
五
県

珠
算
選
手
権
大
会
開
催

支
部
長
退
任
に
あ
た
り

　

そ
う
し
た
中
、
全
珠
連
は
新

公
益
法
人
と
し
て
七
年
が
経
過

し
着
実
に
活
動
を
展
開
し
て
き

ま
し
た
。
こ
の
事
は
、
会
員
一

人
一
人
が
規
則
を
遵
守
し
役
員

が
適
切
に
運
営
し
て
き
た
か
ら

に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

　

新
た
に
生
ま
れ
た
、
池
上
新

支
部
長
及
び
新
役
員
の
も
と
支

部
会
員
一
致
協
力
の
も
と
楽
し

く
そ
し
て
意
義
あ
る
支
部
事
業

が
展
開
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て

や
み
ま
せ
ん
。

�

令
和
元
年
七
月
九
日
寄
稿

際
ホ
テ
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。
支

部
長
に
な
っ
た
ば
か
り
で
、
い
き

な
り
の
大
会
会
長
と
い
う
大
役
で

し
た
が
理
事
長
の
平
上
先
生
を
は

じ
め
大
会
委
員
の
皆
様
に
ご
協
力

を
い
た
だ
き
無
事
務
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
つ
ぎ
に
、
例
年
八

月
の
最
終
日
曜
日
に
開
催
し
て
い

ま
す
支
部
通
常
総
会
は
、
五
県
大

会
の
た
め
に
そ
の
開
催
が
九
月
一

日
に
な
り
、
事
業
終
了
二
か
月
以

内
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
も
の
の
皆
様
の
ご
理
解
が

い
た
だ
け
無
事
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
支
部
事
業
に
つ
い

て
は
研
修
事
業
お
よ
び
広
報
事
業

に
力
を
注
い
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
研
修
事
業
で
は
、
年

度
に
一
回
、
二
年
に
三
回
の
指
導

者
講
習
会
に
止
ま
ら
ず
、
定
期
的

な
講
習
会
を
開
催
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
具
体
的
に
は
、
会
員
皆
様

の
そ
ろ
ば
ん
教
室
に
対
し
て
パ
ソ

コ
ン
を
活
用
す
る
方
法
や
パ
ソ
コ

ン
の
初
歩
か
ら
の
勉
強
会
な
ど
を

考
え
て
い
ま
す
。広
報
事
業
で
は
、

支
部
広
報
紙
の
印
刷
業
者
に
頼
ら

な
い
支
部
独
自
の
発
行
を
目
指
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

本
連
盟
広
報
委
員
会
も
時
代
の
流

れ
に
よ
り
、
方
向
転
換
を
し
て
い

ま
す
よ
う
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

活
用
す
る
な
ど
、
支
部
独
自
の
広

報
活
動
で
会
員
皆
様
の
教
室
運
営

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
岡
山
県

支
部
は
令
和
五
年
に
七
〇
周
年
を

迎
え
ま
す
。
そ
れ
に
向
け
て
さ
ら

に
い
っ
そ
う
会
員
皆
様
の
教
室
運

営
の
充
実
、
そ
し
て
ま
た
支
部
事

業
運
営
の
充
実
を
め
ざ
し
て
支
部

役
員
、各
地
区
の
地
区
長
の
皆
様
、

さ
ら
に
は
会
員
の
皆
様
一
人
ひ
と

り
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
な
が

ら
一
期
二
年
を
務
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　小学３年生まで参加できます
【日時】　令和元年10月13日（日）
【場所】　岡山県生涯学習センター

岡山県ちびっ子
� そろばん大会開催 全日本通信珠算競技大会

【日時】　令和元年10月20日（日）
岡山県通信暗算競技大会
【日程】　令和元年11月25日（月）
� ～12月１日（日）

各種通信競技大会のご案内

な
る
ご
活
躍
を
祈
念
し
退
任
の

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

紙
面
に
は
書
け
な
い
程
、

色
々
な
事
が
あ
り
ま
し
た
が
、

本
当
に
お
世
話
に
な
り
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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第
三
九
一
回
・
第
三
九
二
回
準
参
段
以
上
検
定
合
格
者

合
格
お
め
で
と
う
‼

第
三
九
一
回
（
珠
算
）

準
五
段　

平
島　

遼
成
（
美
咲
）

　
　
　
　

岩
野　

侑
輝
（
美
咲
）

　
　
　
　

影
山　

汀
紗
（
高
梁
）

準
四
段　

中
尾　

友
香
（
岡
山
）

　
　
　
　

槙
野　

七
映
（
高
梁
）

　

参
段　

西
川　

夏
鈴
（
高
梁
）

準
参
段　

太
平　

雪
菜
（
東
備
）

　
　
　
　

田
邉
笑
未
那
（
矢
掛
）

　
　
　
　

清
水　

祐
那
（
賀
陽
）

　
　
　
　

山
本　

裕
菜
（
矢
掛
）

　
　
　
　

妹
尾　

有
乃
（
賀
陽
）

第
三
九
一
回
（
暗
算
）

　

八
段　

藤
原　

陽
葵
（
賀
陽
）

　

六
段　

藤
野　

由
子
（
東
備
）

　
　
　
　

岩
野　

匠
真
（
美
咲
）

準
六
段　

仲
岡　

優
大
（
高
梁
）

　
　
　
　

和
田　

唯
海
（
吉
備
）

　
　
　
　

横
川　

楓
果
（
岡
山
）

　

五
段　

小
野
田
巧
海
（
邑
久
）

準
四
段　

三
秋　
　

凪
（
岡
山
）

　

参
段　

西
山　

颯
人
（
東
備
）

　
　
　
　

山
本　

裕
菜
（
矢
掛
）

　
　
　
　

廻　
　

由
衣
（
吉
備
）

準
参
段　

片
岡　

和
香
（
津
山
）

第
三
九
二
回
（
珠
算
）

　

八
段　

三
宅　

那
実
（
高
梁
）

　

五
段　

難
波　

有
里
（
東
備
）

　

四
段　

沖　

真
里
奈
（
岡
山
）

準
四
段　

仲
岡　

優
大
（
高
梁
）

　
　
　
　

矢
鳴　

真
衣
（
高
梁
）

　

参
段　

片
岡　

和
香
（
津
山
）

　
　
　
　

馬
場
創
太
郎
（
矢
掛
）

　
　
　
　

津
髙　

望
己
（
吉
備
）

　
　
　
　

大
深
真
莉
菜
（
岡
山
）

準
参
段　

牧
野　

礼
奈
（
津
山
）

　
　
　
　

金
島　

彩
希
（
津
山
）

　

県
珠
算
選
手
権
大
会
は
今
年
は

七
月
に
開
催
さ
れ
熱
戦
の
中
、
無

事
終
了
。
五
年
ぶ
り
に
岡
山
で
開

催
さ
れ
た
中
国
五
県
大
会
も
無
事

終
了
し
ま
し
た
。
新
年
度
が
ス

タ
ー
ト
し
、
各
執
行
も
忙
し
く
始

動
し
て
い
ま
す
。
広
報
部
も
皆
様

の
助
言
、
協
力
を
頂
き
な
が
ら
無

事
最
初
の
発
行
と
な
り
ま
し
た
。

会
員
の
皆
様
方
、
投
稿
の
ご
協
力

を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。�

（
Y
・
J
）

　

先
日
、
令
和
元
年
七
月
二

十
七
日
美
咲
地
区
の
先
生
方

と
研
修
旅
行
に
行
っ
て
き
ま

し
た
。

　

行
先
は
日
帰
り
の
で
き
る

小
豆
島
へ
、
台
風
の
接
近
も

懸
念
さ
れ
ま
し
た
が
、
当
日

は
歩
く
た
び
に
汗
で
び
っ

し
ょ
り
に
な
る
ぐ
ら
い
天
候

に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

　

フ
ェ
リ
ー
に
乗
っ
て
海
を

渡
り
お
昼
に
は
名
物
オ
リ
ー

ブ
牛
の
ひ
し
お
丼
を
美
味
し

く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
午
後

か
ら
オ
リ
ー
ブ
園
・
マ
ル
キ

ン
醤
油
・
映
画
村
・
寒
霞
渓

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
な
ど
小
豆
島

を
一
周
し
ま
し
た
。
映
画
村

に
は
資
料
館
に
そ
ろ
ば
ん
が

あ
り
、
か
な
り
年
季
の
入
っ

た
そ
ろ
ば
ん
を
目
に
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

編
集
後
記

珠
算
指
導
者
講
習
会
令
和
元
年
九
月
一
日
（
日
）

会
場
　
岡
山
県
珠
算
会
館

講
師
　
岡
山
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
教
科
教
育
部
長
　
藤
原
　
敬
三
先
生

演
題
　「
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
生
き
る
子
供
を
育
て
る
」

　

岡
山
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
の
藤
原

敬
三
先
生
を
お
迎
え
し
て
四
十
二
名
が

受
講
し
た
。感
想
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

A
I
の
進
化
と
と
も
に
人
間
は

非
定
型
な
業
務
を
主
に
担
う
こ
と

に
な
り
「
教
育
（
珠
算
）
の
仕
事

は
人
工
知
能
の
発
展
領
域
か
ら
外

れ
る
」
と
の
こ
と
。
ま
た
内
閣
府

の
進
め
るSociety 5.0

に
つ
い

て
、人
間
中
心
で
「
幸
せ
」
や
「
豊

か
さ
」
を
追
求
す
る
と
い
う
、
未

来
の
社
会
教
育
政
策
の
方
向
性
の

ご
説
明
を
受
け
た
。
文
章
や
情
報

を
正
確
に
読
み
解
き
、
対
話
す
る

力
や
科
学
的
思
考
を
身
に
付
け
、

　

九
月
一
日
の
新
年
号
令
和
に

入
っ
て
最
初
の
指
導
者
講
習
会
講

師
は
、
岡
山
県
総
合
教
育
セ
ン

タ
ー
教
科
教
育
部
長
、
藤
原
敬
三

先
生
を
お
迎
え
し
て
の
講
習
会
で

し
た
。

　

第
一
講
座
・
学
力
編
、
第
二
講

座
・
豊
か
な
心
編
ど
ち
ら
に
も
考

え
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
共
通

課
題
と
し
て
話
が
進
め
ら
れ
ま
し

た
。
人
工
知
能
や
脳
の
発
達
の
話

を
し
て
い
く
中
で
、
問
い
か
け
を

お

く

や

み

邑
久
地
区

　

嘉
数　

秀
彦
（
実
母
逝
去
）

（
令
和
元
年
五
月
）

感
性
、
好
奇
心
、
探
究
力
の
育
成

を
す
る
。
プ
ロ
セ
ス
を
言
葉
で
説

明
で
き
る
力
を
付
け
る
こ
と
の
重

要
性
と
し
て
脳
科
学
の
ご
説
明
も

頂
い
た
。
必
要
に
応
じ
て
我
慢
す

る
力
を
身
に
付
け
、
感
情
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
が
で
き
る
子
供
た
ち
を

育
て
る
こ
と
が
私
た
ち
の
大
切
な

使
命
と
感
じ
た
。

　

令
和
最
初
の
講
習
会
で
、
興
味

深
い
話
題
が
満
載
の
大
変
有
意
義

な
講
習
会
で
し
た
。

し
て
は
、
考
え
る
時
間
を
取
り
丁

寧
に
説
明
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。

　

今
回
の
講
習
会
で
子
供
達
の
接

し
方
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
脳
の
発
達
す
る
五
歳
か

ら
八
歳
の
子
供
は
そ
ろ
ば
ん
生
徒

の
中
に
も
い
ま
す
。
私
が
指
導
し

て
い
る
時
間
が
生
徒
に
と
っ
て
貴

重
な
時
間
に
な
る
よ
う
に
指
導
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
と

て
も
い
い
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

講
習
会
に
参
加
し
て�

岡
山
地
区　

則
武　

雅
美

�

備
南
地
区　

埋
見　

則
子

第
三
九
二
回
（
暗
算
）

　

七
段　

太
平　

雪
菜
（
東
備
）

　
　
　
　

岩
野　

匠
真
（
美
咲
）

　
　
　
　

中
尾　

友
香
（
岡
山
）

　

六
段　

磯
山　

光
希
（
備
南
）

　
　
　
　

秦　
　

愛
莉
（
東
備
）

　
　
　
　

守
本　

陽
信
（
東
備
）

準
六
段　

近
藤　

岬
希
（
美
咲
）

準
五
段　

小
西　

祥
生
（
邑
久
）

　

四
段　

大
熊　

悠
太
（
岡
山
）

準
四
段　

石
山　

京
香
（
矢
掛
）

　

参
段　

伊
藤　

祐
奈
（
邑
久
）

　
　
　
　

大
﨑　

美
優
（
美
咲
）

準
参
段　

森
永
悠
己
人
（
岡
山
）

　

同
じ
町
内
に
住
ん
で
い
ま

す
が
、
検
定
や
大
会
以
外
で

顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
は
少
な

い
の
で
、
道
中
で
は
珠
算
教

育
な
ど
の
会
話
で
話
が
膨
ら

み
意
見
交
換
を
た
く
さ
ん
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
か
ら
一
年
に
一
度

日
帰
り
の
旅
行
に
な
り
、
来

年
は
私
が
幹
事
の
番
で
す
。

ど
こ
か
い
い
所
が
あ
れ
ば
会

員
の
先
生
方
お
教
え
い
た
だ

け
る
と
う
れ
し
い
で
す
。

　

最
後
に
運
転
を
一
人
で
し

て
く
れ
た
池
上
先
生
、
幹
事

の
片
山
先
生
に
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
地
区
一
丸
と

な
っ
て
珠
算
教
育
の
普
及
に

邁
進
し
て
い
き
た
い
と
改
め

て
思
え
た
研
修
旅
行
で
し

た
。

地
区
だ
よ
り

美
咲
地
区　

地
区
長　

遠
藤
眞
智
子

　

令
和
最
初
の
中
国
五
県
珠
算
選

手
権
大
会
予
選
を
兼
ね
た
本
大
会

が
午
前
十
時
三
十
分
よ
り
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

小
学
校
の
部
九
十
四
名
、
中
学

校
の
部
四
十
一
名
、
高
校
・
一
般

の
部
六
名
の
総
勢
百
四
十
一
名
の

選
手
た
ち
は
、
各
部
門
で
日
頃
の

成
果
を
発
揮
し
、
熱
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
成
績
は
次
の
通
り

●
団
体
総
合
競
技

　

小
学
校
の
部

　
　

優
勝　

則
武
珠
算
研
究
所

　
　

二
位　

若
潮
ス
ク
ー
ル

　

中
学
校
の
部

　
　

優
勝　

若
潮
ス
ク
ー
ル

　
　

二
位　

則
武
珠
算
研
究
所

　

高
校
・
一
般
の
部

　
　

優
勝　

若
潮
ス
ク
ー
ル

●
個
人
総
合
競
技

　

小
学
校
の
部

　
　

優
勝　

中
尾　

友
香

　
　

二
位　

藤
原　

陽
葵

　
　

二
位　

岡
信　

葵
衣

　
　

二
位　

難
波　

有
里

　
　

二
位　

木
村　

吉
治

　

中
学
校
の
部

　
　

優
勝　

藤
井　

宏
夢

　
　

二
位　

平
田　

翔
真

　
　

二
位　

長
尾　

健
汰

　

高
校
・
一
般
の
部

　
　

優
勝　

伊
藤　

嵩
志

　
　

二
位　

尾
島　

圭
祐

●
種
目
別
読
上
算
競
技

　

小
学
校
の
部

　
　

優
勝　

木
村　

吉
治

　
　

二
位　

関
根
明
希
果

　
　

二
位　

藤
井　

文
斗

　

中
学
校
の
部

　
　

優
勝　

阿
部　
　

恵

　
　

二
位　

寺
元　

智
政

　
　

二
位　

長
尾　

健
汰

　

高
校
・
一
般
の
部

　
　

優
勝　

尾
島　

圭
祐

　
　

二
位　

平
口　

敦
詞

●
種
目
別
読
上
暗
算
競
技

　

小
学
校
の
部

　
　

優
勝　

木
村　

吉
治

　
　

二
位　

中
尾　

友
香

　
　

二
位　

伊
藤　

崇
志

　
　

二
位　

岡
信　

葵
衣

　

中
学
校
の
部

　
　

優
勝　

藤
井　

宏
夢

　
　

二
位　

平
田　

翔
真

　
　

二
位　

長
尾　

健
汰

　

高
校
・
一
般
の
部

　
　

優
勝　

伊
藤　

嵩
志

　
　

二
位　

平
口　

敦
詞

●
教
場
対
抗
競
技

　
　

優
勝　

光
速
算
ク
ラ
ブ

　
　

二
位　

若
潮
ス
ク
ー
ル

令和元年度

岡山県珠算競技大会
兼中国五県珠算選手権大会予選

岡山県生涯学習センター
令和元年７月７日（日）

◆�

全
日
本
珠
算
選
手
権
大
会

参
加
選
手

　

開
催
日　

令
和
元
年

　
　
　
　
　

八
月
八
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
　

於　

京
都
市

支
部
推
薦

　

小
学
生　
　

藤
原　

陽
葵

◆
中
国
五
県
珠
算
選
手
権
大
会

　

開
催
日　

令
和
元
年

　
　
　
　
　

八
月
二
十
五
日（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　

於　

岡
山
県

代
表
選
考

（
小
学
校
の
部
）

　

中
尾　

友
香　
　

藤
原　

陽
葵

　

岡
信　

葵
衣　
　

難
波　

有
里

　

木
村　

吉
治　
　

大
深
真
莉
菜

　

横
川　

楓
果　
　

秦　
　

愛
莉

　

守
本　

陽
信　
　

太
平　

雪
菜

　

廻　
　

由
衣　
　

岡
崎　

桃
子

　

塩
見　

香
音　
　

伊
藤　

崇
志

　

関
根
明
希
果　
　

岩
野　

匠
真

　

松
島　

琉
歩

（
中
学
校
の
部
）

　

藤
井　

宏
夢　
　

平
田　

翔
真

　

長
尾　

健
汰　
　

阿
部　
　

恵

　

池
田　

慎
平　
　

寺
元　

智
政

　

三
宅　

那
実　
　

河
内　

琳
香

（
高
校
・
一
般
の
部
）

　

伊
藤　

嵩
志　
　

尾
島　

圭
祐

　

平
口　

敦
詞　
　

磯
山　

光
希

令和元年度全日本珠算選手権大会動画公開のお知らせ

◆８月23日にニューヨークタイムズが世界に向けてそろばんに関する記事を発信しました。

連盟ホームページ及びYouTubeに
令和元年度全日本珠算選手権大会の模様を
公開しましたのでお知らせいたします。

【公開動画】
令和元年度全日本珠算選手権大会　前編
令和元年度全日本珠算選手権大会　後編

広報部よりお知らせ


